
我々、京都府中小企業技術センターという名前ですが・・・

実は企業の方はもちろん学生さんでも利用できるんです。
初めての方でも、お気軽にご連絡ください。一例として分析が目的の場合は以下の流れで対応します。

　食品・バイオ担当では液体クロマトグラフやLC-TOF/MSを利用される学生さんが多いです。
　液体クロマトグラフは分析対象によって、カラム、移動相、検出器などの分析条件を検討する必要がありま
すが、そのあたりの助言もさせていただきながら一緒に分析を行います。液クロは研究室にあるけれど、分析
対象にあった仕様ではないときなどにもご利用いただいております。
　最初はガスクロマトグラフで分析してみたのですが、うまく分析できないということで相談を受け、
LC-TOF/MSで分析することを提案したこともありました。同じ試料でもどのような方法で分析するかで分析
の可否・精度・難易度が大きく変わります。基本的には多くの学生さんは分析化学を専門に研究しているとい
うことではないと思いますので、ひとつのツールとして分析機器を使用することを考えたとき、我々が手助け
できることは多々あると思います。
　分析メインのご利用ばかりではなく、「発酵」の分野では卒業研究の実験も含めて当センターで支援するこ
ともあります。その研究成果であるたまご醤油「プラーナ」が今秋発売予定です。

　まずは連絡していただければ分析目的や分析対象について詳しくお伺いし、当センターの機器で対応でき
るかどうか相談させていただきます。その際、事前に文献調査等により分析条件を検討してもらっているとス
ムーズですが、それが難しい場合は助言・提案させていただきます。
　分析方法に応じて試料の準備・前処理等を行っていただきます。その後、実際に装置を使用して分析・
解析（機器使用料が必要）を行います。装置の操作方法や解析手法などは習熟されるまで経験豊富な職員が
無料で説明させていただきます。場合によっては得られた結果の解釈なども助言させていただき、研究報告
にご活用いただきます。
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センター事業からセンター事業から

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 応用技術課 食品・バイオ担当　TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497  E-mail：ouyou＠mtc.pref.kyoto.lg.jp

実 は学生さんも利用中です
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ご利用いただく学生さんにはいろいろなメリットがあります。

応用技術課　植村 亮太

　研究データを充実させるた
めに、経験豊富な職員が相談
に乗り、様々な分析機器を用
いた分析手法を試すことが可
能です。
　また、研究室内だけでは触れ
ることが難しい分析手法に触
れることでデータの取得だけ
ではなく知識や技術を習得す
ることができ、一石二鳥です。

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター けいはんな分室　TEL：0774-95-5050  FAX：0774-66-7546  E-mail：keihanna@mtc.pref.kyoto.lg.jp

平成２８年度では

　今年度も引き続き交流会を開催予定です。今話題のテーマ、今後注目されると予想される分野など幅広く参加していただける企画で開催
したいと思っています。ホームページやメールマガジン等でお知らせします。
■平成２９年度京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡会会員募集
　京都大学との産学連携や会員企業間の垣根を越えた交流のため連絡会を作っています。ぜひ会員に参加してください。詳しくは、ホームページをご覧ください。

　（公財）京都産業２１や京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡会等と共催で、エネルギー理工学研究所と２８年６月29日に、生存圏研究所
と9月16日、防災研究所と１２月６日、化学研究所と２９年２月２８日に、それぞれ交流会を開催しました。研究シーズの紹介、産学連携事例の発表、
また連絡会会員企業の紹介、各研究所の施設見学と盛りだくさんに実施しました。

～京都大学宇治キャンパス産学交流会～

　同志社大学京田辺キャンパスと地元企業、（公財）京都産業２１など関係団体等と連携して、平成２８
年度は「ヘルスケア、介護、リハビリ技術」をテーマに１０月２１日に開催しました。

～同志社大学・けいはんな産学交流会～

京都大学との産学交流会、同志社大学との産学交流会に加え、新しいト
レンドや課題を中小企業の方に知っていただき、また、中小企業と支援
機関が情報や意見を交換し、交流する場として「技術交流会」を開催し
ました。国立研究開発法人科学技術振興機構や奈良先端科学技術大学
院大学等とも連携するなど新たな出会いの場づくりを行っています。

～けいはんな技術交流会 Ⅰ ～

同志社大学リエゾンオフィス
産官学連携コーディネーター　大井 英之 氏
　今回は、２社の企業様と２名の教員からの講演の後、スポーツ健康科学部の研究
施設を見学しました。参加された皆様には、地元の企業が取り組まれている「健康・
介護・リハビリ」に関する事業や本学の研究内容を理解していただく機会となり、地
域における産学交流がより発展していくことが期待されます。

京都大学宇治キャンパス産学交流企業連絡会幹事
プラスコート株式会社代表取締役会長　佐藤 邦弘 氏
　京都大学との産学交流会では、中小企業にとっては敷居が高いと感じられることも
多くありましたが、回を重ねるごとに大学だけでなく、異業種の方との交流も深まりま
した。何よりの成果は、この産学交流会をきっかけに、京都大学COI事業（しなやかほっ
こり社会におけるワイヤレス電源技術の開発）に弊社が参加することとなったことでし
た。産学公のいいつながりのきっかけの場になっています。ぜひ、一度、ご参加くださ
い。新しい出会いやアイデアが生まれるかもしれません。 平成２８年９月１６日

京都大学生存圏研究所との交流会の模様

平成２８年１２月６日
京都大学防災研究所との交流会の模様

平成２８年１０月２１日
同志社大学との交流会の模様

平成２９年２月１４日
けいはんな技術交流会Ⅰの模様

けいはんな分室、産学公連携、こんなことしてます
～出会いが、なにかを生みます～
けいはんな分室では、地元企業のみなさんの産学公連携を進めるための取り組みとして、京都大学宇治キャンパスの４つの研究
所や、同志社大学京田辺キャンパスと連携して産学交流会を開催しています。更に平成２８年度は、最近問題となっている社会の
課題や支援機関の支援メニューなどを知っていただくため、情報交換や意見交換の場として技術交流会を関係機関（国立研究開
発法人科学技術振興機構や奈良先端科学技術大学院大学）、金融機関等と連携して開催しています。大学との産学交流会は、昨
年度は、京都大学と４回、同志社大学と１回、また、トレンド情報についての技術交流会を1回、支援策について双方向に情報を共
有・交換する技術交流会を1回開催しました。なお、京都大学との交流会の参加者の満足度は、９０パーセントを超えるものも多く
（参加者アンケートより）、それぞれの研究所、学部の特色を活かした交流会が開催できたと思います。


